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Ⅰ 新技術の解説 

 １ 要旨 

  福島県畜産試験場において、収量性の他、耐倒伏性、耐病性等について３ヶ年にわたり早春播種・夏播

年内利用それぞれについて試験及び調査を行った結果、「奨励品種」として新たに４品種が選定された。 

（１）特性・収量 

ア、極早生 

  「スーパーハヤテ隼」   耐倒伏性に優れる 

                 早春播種、夏播年内利用ともに乾物収量は極早生の標準品種 

                 アーリィークィーンと同等またはそれ以上 

  「ウエスト」         夏播年内利用において極早生の他品種と比較して多収 

  「サビツヨシ」       冠サビ病（赤サビ病）に極めて強い 

                 耐倒伏性に優れる 

                 早春播種において収量が得られる 

イ、中生 

   「ニューオールマイティー」 直立型で広葉、太茎 

                   耐倒伏性、耐病性に優れる 

                   同時期出穂の他品種と比較して多収 

（２） 利用  

 青刈、サイレージ、ロールベールに利用される。スーパーハヤテ隼、ウエストは特に年内刈サイレージに

適している。 

 

２ 期待される効果 

（１）飼料作物の安定生産と耐倒伏性等の改善による作業効率の向上が期待できる。 

（２）夏播年内利用によりトウモロコシ等の後作に利用できる。 

（３）エン麦は湿地に適応するので、転作田等を利用して栽培できる。 

 

３ 適用範囲 

（１）年平均気温11.5℃以上の浜通り、中通りの平坦および山沿い（標高400m以下） 

 

４ 普及上の留意点 

（１）スーパーハヤテ隼とニューオールマイティーは夏播、春播両方で優良だが、ウエストは夏播年内利用、

サビツヨシは早春播種で多収であり、使い分けることが望ましい。 

（２）夏播年内利用では、極早生以外は出穂しないので、倒伏しないうちに収穫する。 

Ⅱ 具体的データ等 



 

 

Ⅲ その他 

 １ 主要な参考文献・資料：平成10年度 草地・飼料作関係試験成績概要 


